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＊＊『シャドーイング・音読と英語コミュニケーションの科学』（門田、2015） 

■独立的な力？統合的な力？（independent vs. integrated） 

・対人（interpersonal）／発表（presentation）／解釈（interpretation）モード 

■統一した力？観点別の力？（holistic[unified] vs. analytic） 

・正確さ（accuracy）／流ちょうさ（fluency）／複雑さ（complexity）のトレードオフ 

＊複雑さ（complexity）→正確さ（accuracy）→流ちょうさ（fluency）と発達 

■情報伝達？関係構築のため？（transactional vs. relational） 

・言語能力（linguistic competence） 

・談話能力（discourse competence）：談話・会話方略 

・方略能力（strategic competence）：補償と産出 

・社会言語能力（sociolinguistic competence）：語用論 

 →ラポール・マネジメント*（rapport management）：共感→論理 

・心理言語能力（psycholinguistic competence）**：自動化→認知的流暢性（同時処理） 

＊『異文化理解の語用論―理論と実践』（スペンサー＝オーティ、2004） 

・inquiry 
（問いを浮かべる） 
・initiation 
（発話を切り出す） 
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■話し手のための方略 

・１回に１文だけではなく２文以上話す（関連情報、理由、具体例・・・） 

・相手に質問をする→WH-⇒Yes/No、例示、パラフレーズなどで回答を引き出す 

・発言権を取ったり、保持する（ターン・テイキング）⇔発言権（話題）を振る 

・自分の発言をモニターして伝わらなかったら別の方略を試す 

・うまく言えないことを別の表現で述べる（言いかえ・例示・・・）⇔話題を回避する 

■聞き手のための方略 

・相づちを打ったり、相手の発話を繰り返すなどのリアクションを入れる 

・分からないことやもっと知りたいことを具体的に質問する 

・理解的できないことを言ったり、理解していることを示す 

・分からない時に繰り返してもらったり、詳しい説明を求める 

・相手の言ったことを部分的に繰り返して、意図を確認する 

・transactional？ 
（課題解決的やり取り） 
・relational？ 
（雑談的やり取り） 

interaction(dialogue)→ 
production(monologue) 
→essay writing→peer 
reading：技能統合型活動 
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＊Act in Englishシリーズ：声に出す！スピーキング基礎コース（コスモピア）より 
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到達目標型／総括的Can-Do評価 

到達目標設定 ➡ パフォーマンス評価 ➡ 指導改善 
prescriptive            presentation + practice + production 

… 評価と指導の一体化 

熟達目標型／形成的Can-Do評価 

パフォーマンス記述 ➡ モニタリング評価 ➡ 目標設定（調整） 
descriptive             presentation + processing + production    

… 評価と学習の一体化 

パフォーマンス評価に基づく観点別評価（評定） 

・・・「できたことを確認する教師のための評価」 

「足場作り」（scaffolding）とダイナミック・テスティング 

・・・「できるようになりつつことの学習志向評価」 
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『英語スピーキングに強くなる』（多聴多読マガジン2015年4月号別冊、コスモピア）より 
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「授業中にペアワークで日常的な話題に関して短い会話をすることができる。」 
□1. 相手の話を聞いているだけで、会話に参加するのが難しい。 

□2. なんとか会話に参加し、自分も発言をすることができる。 

□3. 積極的に発言をし、相手の発言に質問やコメントをしたり、発言を返したりできる。 

□4. 相手から発言を引き出し、会話をまとめたり、流れを整理したりすることができる。 

＊授業中にグループワークで、数人で会話やディスカッションができる。 

「授業中にペアワークの会話で相手の発言が分からない時に聞き返しができる。」 
□1. 相手の発言が分からない時にも、聞き返しをするのが難しい。 

□2. 相手の発言に割り込んで、発言の繰り返しを求めることができる。 

□3. 相手の発言のどこが分からなかったのか、具体的に質問をすることができる。 

□4. 相手の発言に対して、自分なりの理解を示した上で、発言の意図を尋ねることができる。 

＊授業中にペアやグループワークで、相手の発言が分からない時に聞き返しができる。 

「授業中にペアワークの会話で相手の発言にコメントをすることができる。」 
□1. 決まり文句的なコメントや相づち以上のコメントを言うことが難しい。 

□2. 内容に関して、短いコメントや質問などをすることができる。 

□3. 内容を踏まえて、自分の意見や感想など、長めのコメントを述べることができる。 

□4. 内容を引用したり、整理したりしながら、自分の意見を交えてコメントすることができる。 

＊授業中に人の発表を聞いたり、作文を読んだりして、コメントをすることができる。 

①「自信がなくまだ難しいまたは自分にはでき
ないと感じている段階」 

②「自信があまりない学習者でも何らかの足場
があればまたは部分的にならできる段階」 

③「多くの学習者が十全に参加すれば達成可
能なクラスでの到達目標となる段階」 

④「自信のある学習者を飽きさせないような次
へ目標となる挑戦的課題を設けた段階」 

＊「教室内生徒英語尺度」より改編（中田科研2014-2016） 
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＊JASELE2015（長沼・永末）より 

談話方略を促
す評価と教室
内教師英語
の在り方は？ 


